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知ってほしいこと！知ってほしいこと！

特別委員会について特別委員会について
お知らせしたいこと！お知らせしたいこと！

８年度
予算

一般会計予算額は
189億4,900万円
― 前年度比21億5,200万円（10.2％)減 ―

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ

た
が
、
本
市
の
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の
減
収
額

と
試
算
し
て
い
る
か
。

地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
分
と
し
て
、
暫
定
税
率

分
の
15
・
４
％
の
減
と
見
込
ん
で
い
る
。

固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越
分
減
の
一
番
大
き
な

要
因
は
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産
税
猶
予
の
部

分
が
収
納
さ
れ
、
令
和
７
年
度
に
は
そ
れ
が
解

消
し
て
き
た
。

入
湯
税
が
７１
万
８
千
円
ほ
ど
の
減
額
予
算
で
あ

る
が
、
あ
ず
み
の
湯
の
工
事
が
関
連
し
て
い
る

の
か
。
ポ
ン
プ
が
稼
働
し
て
温
泉
が
汲
み
上
が

る
開
始
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

あ
ず
み
の
湯
の
入
湯
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た

の
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
３
月
中
旬
か
ら
工

事
再
開
を
目
指
し
て
い
る
。
実
際
の
工
事
は
、

こ
れ
か
ら
協
議
し
早
急
に
再
開
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。

山
林
所
有
者
か
ら
、
40
㌶
の
立
木
を
林
業
業
者

に
売
ろ
う
と
し
た
ら
、
空
白
地
状
態
で
境
界
線

が
な
い
と
相
談
を
受
け
た
。
国
土
調
査
の
デ
ー

タ
入
力
が
未
処
理
の
た
め
だ
と
思
う
が
、
国
土

調
査
成
果
修
正
用
土
地
調
査
測
量
委
託
料
は
、

８
年
度
の
予
算
に
計
上
し
な
い
の
か
。

空
白
地
帯
の
山
林
は
、
ま
ず
全
体
把
握
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
は
周
辺
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
を
受
け
、
空
白
地
域
の
解
消
に
努
め

適
切
に
進
め
て
い
く
。

（13.2％）
24億9,435万円

総務費

（8.0％）
15億2,107万円

農林水産業費

（5.7％）
10億7,624万円

商工費

（3.７％）
６億9,800　万円

市債

（11.1％）
21億1,057万円

国庫支出金

（７.9％）
14億9,200万円

県支出金

歳出 歳入

（0.9％）
１億6,190万円

議会費
（0.2％）
3,000万円

予備費

（0.0％）
136万円

災害復旧費

（10.1％）
19億454万円

公債費

（９.３％）
17億6,233万円

教育費

（4.9％）
９億3,336万円

消防費

（10.6％）
20億368万円

土木費

　（9.３％）
17億6,312万円

衛生費

（28.0％）
52億9,668万円

民生費

（0.0％）
39万円

労働費

（18.3％）
34億5,929万円

市税

自主財源
（29.8％） （5.4％）

10億1,545万円

繰入金

（6.２％）
11億7,668万円

その他の依存財源

依存財源
（70.2％）

（3.3％）
６億2,695万円

その他の自主財源

（2.９％）
5億5,006万円

諸収入

（41.3％）
78億2,000万円

地方交付税

※　構成比と金額は、各項目を四捨五入していますので、合計は必ずしも一致しません。
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特
別
委
員
会
に
つ
い
て

　
特
別
委
員
会
は
、
議
会
が
特
定
の
重
要
な

課
題
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
専
門

的
に
調
査
・
審
議
を
行
う
た
め
に
期
間
を
限

定
し
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効
率
よ
く
議

論
を
深
め
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
常
任
委
員
会
が

市
政
全
般
に
わ
た
る
日
常
的
な
行
政
監
視
や

政
策
審
議
を
担
当
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

特
別
委
員
会
は
決
算
や
予
算
な
ど
特
定
の
事

案
に
絞
っ
て
集
中
的
に
審
査
を
行
う
点
が
大

き
な
特
徴
で
す
。特
別
委
員
会
の
役
割
は
、一

時
的
な
設
置
と
い
う
性
質
か
ら
、
よ
り
専
門

的
な
知
識
や
判
断
が
求
め
ら
れ
る
テ
ー
マ
に

対
応
し
、
市
議
会
の
調
査
・
審
議
能
力
を
高

め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
設
置
期
間
が
終
わ

る
と
解
散
さ
れ
、
そ
の
後
の
審
議
状
況
に
よ

り
必
要
に
応
じ
て
再
設
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
前
年
の
歳
入
・
歳

出
の
実
績
（
決
算
）
を
詳
し
く
審
査
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
決
算
は
、
市
が
計
画

的
に
財
政
運
営
を
行
い
、
適
切
に
税
金
や
各

種
収
入
を
活
用
し
て
い
る
か
の
最
も
重
要
な

指
標
の
一
つ
で
す
。
委
員
会
で
は
、
決
算
報

告
書
に
示
さ
れ
た
数
字
や
各
施
策
の
執
行
状

況
を
細
か
く
点
検
し
、
不
正
や
無
駄
遣
い
が

な
い
か
、
公
正
で
効
果
的
な
財
政
運
営
が
な

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
審
査

結
果
は
議
会
全
体
に
報
告
さ
れ
、
市
の
財
政

運
営
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
自
治
体
運
営
を
見
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
当
市
の
場
合
は
、

分
科
会
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
総
務
教
育

分
科
会
と
産
業
民
生
分
科
会
の
二
つ
に
分
か

れ
て
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
分
科
会
で

は
、
報
告
書
を
作
成
し
、
分
科
会
の
意
見
を

付
す
と
と
も
に
、
当
局
の
考
え
方
や
予
算
の

対
応
に
つ
い
て
の
回
答
を
求
め
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
毎
年
度
の
予
算
案

に
対
し
て
詳
し
く
検
討
を
行
う
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
す
。
予
算
は
、
次
年
度
に
市
が
ど
の

よ
う
な
事
業
を
実
施
し
、
ど
の
く
ら
い
の
費

用
を
か
け
る
か
を
示
す
重
要
な
計
画
で
す
。

委
員
会
で
は
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
、
福

祉
、
教
育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
幅
広
い
分

野
に
わ
た
る
予
算
内
容
を
多
角
的
に
審
議
し
、

実
効
性
や
優
先
順
位
を
踏
ま
え
た
評
価
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
予
算
案
に
修

正
や
補
足
を
加
え
、
よ
り
市
民
に
と
っ
て
有

益
で
効
果
的
な
予
算
と
な
る
よ
う
議
会
で
の

議
論
を
充
実
さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
議
会
は
責
任
あ
る
予
算
決
定
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
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地域安全普及推進事業

【事業内容】　防犯地域安全へ
の理解の促進と刑法犯罪件数
の減少を図る。

LED化した防犯灯

【予算額】 1,160万円

有害鳥獣駆除事業

【事業内容】　ツキノワグマやイ
ノシシによる被害や目撃が拡大
傾向にあることから、有害鳥獣
対策を実施、被害の軽減を図る。

ガバメントハンターの皆さま　

【予算額】 1,989万円

畜産施設管理事業

【事業内容】　畜産経営体（農
家）の労働力軽減、飼養頭数
の維持、乳質や乳量の拡大を
図る。

繁殖育成センター

【予算額】 3,633万円

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
自
治
会
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
度
と
同
じ
6
０
０
万
円
ほ
ど
の
予
算
計
上

で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
は
令
和
８
年
で
終

了
す
る
の
か
伺
う
。

企
業
局
の
補
助
金
を
活
用
し
、
８
年
度
は
西
根

地
区
の
２
０
０
基
ほ
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
市

が
管
理
す
る
防
犯
灯
は
、
あ
と
２
年
ほ
ど
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
が
終
わ
る
見
通
し
で
あ
る
。

公
道
、
道
路
側
に
空
き
家
が
年
々
傾
斜
し
て
い

る
。
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
対
策
を
取
っ

て
い
る
か
。

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て

き
た
。
特
に
危
険
な
状
況
の
物
件
や
通
報
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
現
地
を
確
認
し
、

回
答
用
紙
を
添
え
て
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
に

連
絡
、
パ
ト
ロ
ー
ル
も
随
時
行
っ
て
い
る
。

荒
屋
新
町
の
旧
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

解
体
に
向
け
た
方
向
づ
け
と
、
危
険
な
時
は
対

策
を
講
じ
る
の
か
伺
う
。

早
期
に
解
体
す
る
施
設
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

予
算
の
関
係
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
今

後
、
状
況
を
見
な
が
ら
適
切
に
管
理
す
る
。

生
活
保
護
扶
助
費
は
２
億
２
８
０
０
万
円
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
増
え
て
い
く
の
か

伺
う
。

世
帯
人
数
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
令
和
８
年
度

の
予
算
内
訳
は
、
生
活
扶
助
費
９
１
０
０
万
円

ほ
ど
、
医
療
扶
助
が
１
億
２
３
０
０
万
円
ほ
ど
、

介
護
扶
助
１
３
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ ＱＡ

主
要
な
生
産
者
か
ら
畜
産
事
業
全
般
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
飼
料
費
高
騰
は
深
刻
で
あ

る
。
調
査
結
果
が
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
。

今
回
調
査
し
た
意
見
を
も
と
に
、
国
や
県
な
ど

の
各
種
補
助
事
業
な
ど
の
計
画
の
大
も
と
と
な

る
市
の
畜
産
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
繁
殖
育

成
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
関
と
一
層
連
携
を
図
る
。

繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の
計
画
で
は
、
利
用
頭
数

６
１
６
頭
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
の
受
入

れ
状
況
は
。

令
和
８
年
３
月
１
日
現
在
で
、
乳
用
種
２
７
５

頭
、
肉
用
種
が
98
頭
、
計
３
７
３
頭
と
な
っ
て

い
る
。
４
月
か
ら
は
市
外
か
ら
肉
用
牛
の
受
入

れ
も
予
定
し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
に
関
し
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
考
え
る
。
８
年
度
さ
ら
に
対
策
を
強
化
す

る
意
味
で
電
気
柵
事
業
、
樹
木
伐
採
事
業
の
申

し
込
み
な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
申
請
に
来

た
方
へ
正
し
い
説
明
を
す
る
こ
と
で
、
単
な
る

許
可
交
付
対
応
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
は
。

設
置
を
す
る
際
、
ま
た
、
あ
と
の
状
況
を
検
証

し
て
い
く
。
申
し
込
み
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、　

要
望
が
多
い
時
は
対
応
を
考
え
て
い
く
。

ク
マ
対
策
を
考
え
た
と
き
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
規
定
で
小
学
校
は
４
㌔
以
内
、
中
学
校
は
６

㌔
以
内
が
徒
歩
と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
が
、
全

区
間
利
用
で
き
な
い
か
考
え
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
は
、
市
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら

児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
常
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Ｑ
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大更駅前拠点整備事業

【事業内容】　八幡平市交流複
合施設を中心に商業・文化エ
リアの構築と関係人口の拠点
としてのにぎわいを創出する。

大更駅前線沿道商業用地分譲地

【予算額】 1億8,424万円

平舘高等学校教育振興事業

【事業内容】　教育支援、部活
動の強化、進路指導などの支
援を行う平舘高等学校教育振
興会の事業に対し補助を行う。

平舘高等学校

【予算額】 833万円

災害対策事業

【事業内容】　災害発生時に被
害を最小限にするため、自主
防災組織化に係る事業を推進
し、食糧などを備蓄する。

防災訓練の様子

【予算額】 2,723万円

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

大
更
駅
前
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
工
事
の

完
了
が
遅
れ
て
い
る
。
工
事
の
監
理
業
務
委
託

料
の
増
額
に
つ
い
て
内
容
は
。

工
事
の
監
理
業
務
は
、
８
年
度
で
は
予
算
措
置

を
せ
ず
繰
越
明
許
の
予
算
内
で
行
う
。
前
回
の

工
期
延
長
の
増
額
予
算
で
の
対
応
と
な
る
。

大
更
駅
前
沿
線
商
業
用
地
は
、
今
ま
で
多
額
の

投
資
を
し
て
き
た
。
何
と
し
て
も
無
駄
の
な
い

よ
う
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
ら
な
い
。
８
年

度
の
目
標
が
２
名
と
な
っ
て
い
る
が
内
容
は
。

過
去
の
販
売
実
績
に
基
づ
い
た
８
年
度
販
売
計

画
目
標
で
あ
る
。
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
市
外
の
方
か
ら
も
問
い
合

わ
せ
が
何
件
か
あ
る
。
今
後
市
外
も
含
め
し
っ

か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
現
在
、
７
年
度
に
１

名
の
申
請
が
あ
り
準
備
を
進
め
て
い
る
。

企
業
誘
致
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
新
産
業
用
地

基
本
計
画
の
調
査
業
務
委
託
料
と
し
て
2
２
9

5
万
円
と
あ
る
が
内
容
は
。

現
在
、
経
済
産
業
省
の
Ｇ
Ｘ
産
業
団
地
認
定
に

向
け
申
請
を
し
て
い
る
。
市
内
に
新
た
に
工
業

用
地
を
造
成
す
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
。

市
道
整
備
事
業
委
託
料
に
つ
い
て
、
沢
口
地
区

流
雪
溝
詳
細
設
計
業
務
委
託
料
１
５
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
業
務
委
託
の
期
間
は
。

説
明
会
・
意
向
確
認
の
結
果
、
管
理
組
合
を
組

織
化
し
設
置
を
行
い
た
い
と
い
う
回
答
を
得
た
。

今
後
、
流
雪
溝
に
流
す
用
水
の
水
量
な
ど
を
確

認
し
、
秋
口
ま
で
か
か
る
形
で
精
査
し
て
い
く
。

ＱＡＱＡＱＡ ＱＡ

沢
口
地
区
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
早
く
流
雪

溝
建
設
を
実
現
し
な
け
れ
ば
管
理
が
非
常
に
大

変
で
あ
る
。
完
成
を
急
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

過
疎
債
を
入
れ
て
の
事
業
に
な
る
。
他
の
過
疎

債
事
業
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

松
子
線
踏
切
改
良
に
つ
い
て
、
順
番
が
あ
り
な

か
な
か
進
ま
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
現
状
は
。

拡
幅
改
良
が
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い
る
。
踏

切
改
良
は
市
単
独
で
は
な
く
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
後
藤

川
圃
場
整
備
関
係
で
森
子
踏
切
を
令
和
10
年
度

以
降
に
切
換
え
工
事
実
施
予
定
。
以
降
、
松
子

踏
切
の
協
議
・
設
計
工
事
と
進
め
る
予
定
で
あ

り
、
状
況
を
見
な
が
ら
頻
繁
に
要
望
し
て
い
く
。

災
害
対
策
事
業
の
食
料
品
の
備
蓄
数
、
場
所
、

移
動
式
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
購
入
の
詳
細
は
。

毎
年
3
０
０
食
購
入
し
、
現
在
の
備
蓄
数
は

２
７
０
０
食
で
あ
り
庁
舎
内
に
保
管
し
て
い
る
。

移
動
式
の
エ
ア
コ
ン
は
５
台
購
入
し
、
こ
れ
に

付
属
す
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
、
予
備
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
も
５
組
購
入
予
定
で
あ
る
。

平
舘
高
等
学
校
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

振
興
対
策
と
し
て
８
３
３
万
円
の
予
算
が
３
年

間
変
わ
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

内
容
は
、
進
路
指
導
支
援
と
部
活
動
の
強
化
お

よ
び
支
援
、
そ
し
て
国
際
理
解
教
育
の
推
進
支

援
、
学
習
支
援
員
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
予
算
額
は
変
わ
ら
な
い
が
、
令
和
７
年

度
か
ら
教
育
委
員
会
と
し
て
、
市
内
外
の
中
学

校
を
訪
問
し
な
が
ら
平
舘
高
校
の
魅
力
を
伝
え

て
い
る
。
次
年
度
も
強
力
に
進
め
て
い
く
。

ＱＡＱＡＱＡ ＱＡ
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３月定例会議案採決（議案第30号）

今回は
報告　　　　　２件
市長提出議案　35件
議員提出議案　１件

焼け走り国際交流村条例や
当初予算など36議案を可決

教
育
長
人
事
案
件

全
会
一
致
で
同
意

　
令
和
８
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
辞
職

す
る
教
育
長
の
星
俊
也
氏
の
後
任
に
田

村
忠
氏
を
新
た
に
任
命
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
八
幡
平
市
の
教

育
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
、
小
学

校
と
中
学
校
の
統
合
と
い
う
大

き
な
事
業
を
抱
え
る
中
、
な
ぜ

辞
め
ら
れ
る
の
か
。

今
年
度
か
ら
体
調
が
す
ぐ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
星
教

育
長
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を

聞
く
中
で
や
む
を
得
な
い
と
い

う
こ
と
で
受
理
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

市
は
今
後
５
年
間
で
小
学
校
と

中
学
校
の
統
廃
合
と
い
う
大
き

な
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
十
分
留
意
し
た

上
で
拝
命
さ
れ
て
い
る
の
か
。

田
村
忠
さ
ん
は
、
旧
西
根
町
時

代
に
教
育
委
員
会
に
在
籍
し
て

い
た
経
緯
も
あ
り
、
今
回
の
統

合
の
件
も
ご
理
解
い
た
だ
い
て

ＱＡ
【
議
案
第
１
号
】
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任

命
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

Ａ Ｑ

焼
走
り
国
際
交
流

村
条
例
一
部
改
正

ＱＱ ＡＡＱ

八
幡
平
市
の
持
続
的

発
展
計
画
を
策
定

　
八
幡
平
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

計
画
に
あ
る
「
教
育
の
質
向
上

に
つ
い
て
」、具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

具
体
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
活
用
や
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
自
学
自
習
の
推
進
、
中
学
生

が
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
主

体
的
・
対
話
的
な
学
び
の
場
を

広
げ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

教
育
関
連
の
計
画
や
文
言
が
複

数
の
資
料
に
分
散
し
て
お
り
分

か
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第

３
次
総
合
計
画
」
を
基
に
、
各

事
業
の
目
的
に
応
じ
て
個
別
計

画
（
過
疎
計
画
な
ど
）
を
策
定

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
全
体

の
方
針
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度

の
市
長
施
政
方
針
や
教
育
行
政

方
針
に
集
約
し
て
い
る
。

ＱＡ
【
議
案
第
22
号
】
八
幡
平
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

Ａ Ｑ

【
反
対
討
論
】　
齊
藤　
隆
雄　
議
員

　
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
分
（
現

年
課
税
分
）
1
４
１
７
万
７
０
０
０
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
国
民
健

康
保
険
は
病
気
や
け
が
の
治
療
に
備
え

る
た
め
の
相
互
扶
助
制
度
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
と
い
う
別
の
目
的
に
上
乗
せ

す
る
こ
と
は
、
保
険
制
度
の
本
来
の
在

り
方
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
あ
る
。
税
金

で
は
な
く
保
険
料
と
い
う
形
で
徴
収
す

る
こ
と
で
、
国
民
の
抵
抗
感
を
抑
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
隠
れ
増
税

で
あ
る
。
自
営
業
者
や
非
正
規
雇
用
者

が
加
入
す
る
国
保
は
、
被
用
者
保
険

(

社
保)

に
比
べ
て
所
得
に
対
す
る
負
担

率
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
子
ど
も

の
い
な
い
世
帯
や
独
身
者
か
ら
も
強
制

的
に
徴
収
す
る
た
め
、
若
者
の
経
済
的

余
力
を
奪
い
、
結
果
と
し
て
結
婚
や
出

産
を
遅
ら
せ
る
少
子
化
助
長
策
に
な
り

か
ね
な
い
。
社
会
保
険
制
度
の
趣
旨
を

逸
脱
し
て
い
る
。

　
反
対
の
立
場
で
の
討
論
と
す
る
。

討
論（
令
和
８
年
度
八
幡
平
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
）

【
議
案
第
31
号
】
令
和
８
年
度
八
幡
平
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

４
億
７
２
７
万
円
の

減
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
２
７

万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
２
２
５
億

３
３
５
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
多
面
的
機
能
支
払
事
業

　
７
５
５
９
万
円
（
減
額
）

▼
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

　
１
３
０
０
万
円
（
減
額
）

▼
道
路
等
維
持
補
修
事
業

　
４
８
２
万
８
千
円
（
減
額
）

多
面
的
機
能
支
払
事
業
は
、

当
初
３
億
３
０
０
０
万
円
余

り
で
あ
る
が
、
今
回
の
補
正

で
７
５
０
０
万
円
も
減
額
し

た
主
な
要
因
は
。

国
の
予
算
配
分
が
確
定
し
た
こ

と
に
伴
う
精
算
が
主
な
要
因
で

あ
る
。
本
事
業
は
、
国
の
予
算

内
示
率
が
変
動
し
や
す
い
た
め
、

当
初
は
前
年
度
比
75
％
程
度
の

見
込
み
で
計
上
し
、
最
終
的
な

確
定
額
に
合
わ
せ
て
補
正
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
24
号
】　
令
和
７
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

ＱＱ ＡＡ
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定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
分
）に
つ
い
て
、予
算
の

１
３
０
０
万
円
を
不
用
額
と
し

て
減
額
し
て
い
る
が
、
給
付
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
漏
れ
」

は
な
い
の
か
。

市
と
し
て
は
対
象
と
な
る
全
て

の
方
を
特
定
し
、
申
請
を
促
す

通
知
や
勧
奨
を
行
っ
て
き
た
。

給
付
実
績
は
約
97
・
５
％
に
達

し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
申
請

を
辞
退
さ
れ
た
り
、
手
続
き
を

さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
方
の
分

が
不
用
額
（
実
績
に
基
づ
く
精

算
）
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
東
情
勢
（
イ
ラ
ン
攻
撃
）
に

よ
る
原
油
高
騰
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
道
路
維
持
費
な
ど
の
燃
料

（
Ａ
重
油
や
ガ
ソ
リ
ン
）不
足
や

価
格
高
騰
に
対
し
、
市
は
ど
う

備
え
る
の
か
。

現
時
点
で
は
、
燃
料
単
価
の
推

移
を
注
視
し
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
特
別
な
予
算
措
置
は
講
じ

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
今
回
の

補
正
予
算
で
も
物
価
高
騰
対
策

事
業
（
商
品
券
の
発
送
な
ど
）

を
継
続
し
て
お
り
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
の
既

存
施
策
の
活
用
を
優
先
し
て
い

る
。

お
り
、
こ
の
厳
し
い
局
面
で
先

頭
に
立
っ
て
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
で
あ
る
。

新
し
い
教
育
長
の
任
期
は
ど
の

よ
う
な
期
間
か
。

本
年
４
月
１
日
か
ら
現
在
の
星

教
育
長
の
在
任
期
間
で
あ
る
本

年
１１
月
１４
日
ま
で
と
な
る
。

再
任
用
と
い
う
形
で
長
期
的
視

点
が
あ
る
の
か
。

制
度
上
、や
む
を
得
な
い
が
、次

期
に
つ
い
て
の
明
言
は
、
こ
の

場
で
は
差
し
控
え
た
い
。

【
議
案
第
16
号
】
岩
手
山
焼
け
走
り
国
際
交
流

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
焼
走
り
国
際
交
流
村
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

市
の
直
営
に
な
る
が
、
ど
の
よ

う
な
形
で
管
理
運
営
す
る
の
か
。

春
に
は
最
低
限
ト
イ
レ
な
ど
の

利
用
を
可
能
に
す
る
。
今
年
７

月
に
は
岩
手
山
の
山
開
き
も
予

定
さ
れ
、
登
山
者
の
不
便
に
な

ら
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
修
繕
が
必
要
な
こ

と
か
ら
コ
ス
ト
も
詰
め
て
い
く
。
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一 般
質 問

09 №83 08№83

　　　　　　　　  議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決結果

山
口　
朋
文
（
無　
会　
派
）

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第30号

令和８年度八幡平
市一般会計予算

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第31号

令和８年度八幡平
市国民健康保険特
別会計予算

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

※議長は採決に加わりません

令和８年第１回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

討
論  (

令
和
８
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
予
算
・
３
月
17
日
本
会
議)

【
賛
成
討
論
】　
立
花　
安
文　
議
員(

八
起
会)

　
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
１
８
９
億
４
９
０

０
万
円
は
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
か
ら
約
２１
億
５
０
０

０
万
円
が
減
額
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
完
成
す

る
市
交
流
複
合
施
設（
８
テ
ラ
ス
）建
設
関
係
分
が
主
な
減

額
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
額
１

８
２
億
７
９
０
０
万
円
を
超
え
る
金
額
で
あ
り
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
配
慮
し
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
歳
入

に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
が
続
く
中
に
あ
っ
て
市
税
の
増

額
は
、
着
実
な
産
業
振
興
施
策
の
展
開
と
的
確
な
行
政
運

営
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
３
億
７
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
寄
附
金
の
増

額
は
地
場
産
品
の
需
要
拡
大
や
特
産
品
開
発
に
つ
な
が
り
、

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
評
価
す
る
。
歳
出
に

お
い
て
は
、
市
交
流
複
合
施
設（
８
テ
ラ
ス
）の
開
業
準
備
、

新
た
な
産
業
団
地
の
用
地
選
定
に
向
け
た
基
本
調
査
、
八

幡
平
市
初
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
建
設
関
係
へ
の
補

助
、
第
８１
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
の
開
催
、
松
尾
地
区
統
合
小
学
校
開
校
に
向
け
た
費
用

な
ど
、
第
３
次
市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
に
ふ
さ
わ
し

い
各
種
事
業
に
対
し
て
、
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
評
価

す
る
。
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、
市
債
残
高
は
前
年
度
対

比
で
、
90
・
１
％
、
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
令
和
８

年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
予
算
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民

福
祉
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
の
付
託
に
、
十

分
、
応
え
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

【
反
対
討
論
】　
髙
橋　
悦
郎　
議
員(

日
本
共
産
党)

　

当
市
の
最
大
の
課
題
は
、
出
生
数
の
減
少
で
あ
る
。

最
近
の
出
生
数
を
見
る
と
、
令
和
５
年
度
は
６１
名
、
令

和
６
年
度
が
５７
名
、
令
和
７
年
度
の
現
在
時
点
で
は
６３

名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
想
定
を
超
え
る
減
少
数

と
考
え
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
子

育
て
世
代
と
思
わ
れ
る
若
年
層
が
依
然
と
し
て
滝
沢
市

や
盛
岡
市
な
ど
に
転
出
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
転
出
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
子
育
て
世
代
へ
の
安
価

な
宅
地
の
供
給
が
必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
は
、
大
更

駅
東
側
に
子
育
て
世
代
向
け
の
宅
地
造
成
を
民
間
事
業

者
に
進
め
て
い
た
だ
く
と
述
べ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
動

き
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
８
年
度
予
算
に
は
、
関
連

す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
市
が
必
要
な
予
算

を
投
入
し
て
、
直
ち
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、

８
テ
ラ
ス
の
開
館
を
１
２
０
日
間
の
再
延
期
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
再
延
期
に
よ
る
当
市
の
財
政
負

担
は.

な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
指
定
管
理
者
は
４
月
１

日
開
館
に
合
わ
せ
て
、
既
に
職
員
を
雇
用
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
３０
名
ほ
ど
の
職
員
の
１
２
０
日
分
の
人

件
費
を
支
払
う
こ
と
が
質
疑
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
開
館
準
備
委
託
料
は
、
令
和

８
年
４
月
１
日
の
開
館
に
向
け
て
、
既
に
１
４
０
０
万

円
予
算
化
し
て
い
る
。
開
館
準
備
の
予
算
は
新
た
に
必

要
な
い
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
令
和
8
年

度
一
般
会
計
予
算
の
反
対
討
論
と
す
る
。

消
防
団
員
の
実
員
数
は

団
員
の
実
員
数
は
７
１
８
人

立
たちばな

花安
やすふみ

文 議員
（八起会）

2026 年消防出初式の分列行進

問　
消
防
団
員
は
、
条
例
定
員

８
５
０
人
に
対
し
て
、
実
員
数

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
実
員
数

の
う
ち
、
機
能
別
消
防
団
員
数

お
よ
び
女
性
団
員
数
は
。

市
長　
実
員
数
が
７
１
８
人
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
機
能
別
消

防
団
員
が
１
１
９
人
、
女
性
団

員
は
３６
人
で
あ
る
。

問　
団
員
の
募
集
、
勧
誘
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
各
分
団
員
に
よ
る
勧
誘

と
春
の
火
災
予
防
広
報
に
合
わ

せ
て
団
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
全

戸
に
配
布
し
て
い
る
。
ま
ず
は

現
役
の
消
防
団
員
が
団
員
を
勧

誘
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

定
住
対
策
事
業

問　
８
テ
ラ
ス
内
に
設
置
す
る

移
住
定
住
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
長　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
３
人
体
制
で
、
土
日
や
祝

日
の
相
談
受
付
に
も
対
応
す
る
。

問　
移
住
支
援
金
の
支
給
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
令
和
５
年
度
は
、
３
世

帯
で
４
人
、
６
年
度
は
２
世
帯

で
２
人
、
７
年
度
は
４
世
帯
で

１０
人
に
支
給
し
た
。

問　
住
宅
団
地
整
備
事
業
の
概

略
構
想
は
。

市
長　
大
更
駅
東
側
に
住
宅
団

地
を
検
討
し
て
い
る
。

県
要
望
に
つ
い
て

問　
国
道
２
８
２
号
の
渋
滞
や

立
ち
往
生
の
解
消
を
県
に
要
望

し
て
い
る
か
。

市
長　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
で

除
雪
体
制
が
十
分
で
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
国
道
の
改
良

整
備
促
進
は
要
望
し
て
い
る
。

質問した事項
立花　安文 議員 （八起会)……………０9
　・定住対策事業について
　・消防団について
　・県要望について（東北自動車道の通行止めに
　　よる国道282号の立ち往生の解消について）

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)………10
　・文化芸術活動の拠点、市民センターの役割
　　と活用について
　・教育長の教育理念とふるさと教育について

工藤　直道 議員 （自由クラブ)………10
　・歳入確保について
　・保育所（園）など入所申し込み申請について

羽沢　寿隆 議員 （八起会)……………11
　・再生可能エネルギー普及の現在の見通しに
　　ついて
　・第51回衆議院議員総選挙の結果を受けて、
　　本市への影響について

髙橋　悦郎 議員 （日本共産党)………12
　・広域の新ごみ焼却施設建設について
　・統合中学校建設事業について
　・企業誘致推進事業について

工藤　多弘 議員 （松西会)……………12
　・八幡平市交流複合施設「８テラス」について
　・行財政の健全化について
　・平舘高等学校について

外山　一則 議員 （八起会)……………13
　・地域公共交通について
　・農業振興について

山口　朋文 議員 （無会派)……………14
　・外国人住民の急増を踏まえた地域設計と、
　　急激に進行する少子化への施策について
　・地域住民の声を気軽に行政へ届ける仕組み
　　づくりについて

熊澤　　博 議員 （自由クラブ)………14
　・過疎債の在り方について
　・指定管理者制度の在り方について

古川　津好 議員 （松西会)……………15
　・大更駅周辺の開発について

田村　正元 議員 （八起会)……………16
　・子育て支援と学校教育について
　・社会基盤の維持、整備について
　・観光振興対策と今後の振興計画について

北口　　功 議員 （無会派)……………16
　・地域公共交通事業について
　・ごみと環境問題について
　・防災と災害発生時における避難所などの通
　　信確保について

齊藤　隆雄 議員 （日本共産党)………17
　・子育て支援の拡充・充実について
　・公共交通、コミュニティバス運行事業につ
　　いて
　・安代地区の降雪について

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

問　
八
幡
平
市
の
自
主
財
源
の

現
状
と
、
岩
手
県
内
で
の
位
置

づ
け
を
伺
う
。

市
長　

令
和
６
年
度
決
算
に

お
い
て
、
市
の
自
主
財
源
比

率
は
30
・
０
％
で
あ
る
。
こ

れ
は
岩
手
県
内
33
市
町
村
の

う
ち
23
番
目
で
あ
り
、
県
平

均
の
33
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
頼
る
構
造
が
続

い
て
い
る
。

問　
人
口
減
少
局
面
に
お
い
て
、

今
後
の
市
税
収
入
を
ど
う
見
込

ん
で
い
る
か
。

市
長　
８
年
度
当
初
予
算
案
で

は
、
賃
上
げ
に
よ
る
所
得
増
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
の
固
定

資
産
税
増
に
よ
り
、
前
年
度
比

３
・
９
％
増
の
約
34
・
６
億
円

を
見
込
む
。
中
長
期
的
に
は
、

人
口
減
少
の
影
響
は
あ
る
も
の

の
、
企
業
誘
致
や
賃
金
上
昇
の

効
果
を
考
慮
し
、「
お
お
む
ね

現
状
維
持
」
と
推
測
し
て
い
る
。

問　
未
利
用
の
市
有
資
産
の
活

用
状
況
は
。

市
長　
民
間
事
業
者
へ
の
売
却

や
貸
付
な
ど
に
よ
る
利
活
用
に

務
め
、
未
活
用
資
産
の
活
用
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
育
資
源
の
偏
在

問　
特
定
の
保
育
施
設
へ
の
希

望
集
中
や
、
選
考
の
不
透
明
感

へ
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
選
考
基
準
と
な
る
「
点

数
」
は
申
込
時
に
保
護
者
に
公

開
さ
れ
て
お
り
、
透
明
性
を
確

保
し
て
い
る
。
年
度
途
中
の
入

所
が
困
難
な
ケ
ー
ス
（
主
に
ゼ

ロ
歳
児
）
は
あ
る
が
、
待
機
児

童
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
翌
年

４
月
に
は
全
員
が
希
望
施
設
に

入
所
で
き
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

稲庭風力鉄塔基礎工事現場

問　
本
市
は
27
万
㌗
と
い
う
全

国
屈
指
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
地
で
あ
る
。
そ
れ
を

活
用
し
、
企
業
誘
致
に
結
び
付

け
ら
れ
な
い
か
。
市
民
は
安
定

し
た
職
場
を
求
め
て
い
る
。

市
長　
既
に
問
い
合
わ
せ
は
何

件
か
来
て
い
る
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ

を
展
開
し
、
誘
致
に
向
け
て
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

問　
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
「
水
田

中
干
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
一
年
目

の
成
果
は
ど
う
か
。

市
長　
想
定
し
た
よ
り
弊
害
は

少
な
く
、
多
少
な
り
と
も
農
家

の
収
入
に
寄
与
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

問　
広
大
な
森
林
面
積
を
有
す

る
本
市
に
お
い
て
、
Ｊ
ク
レ

ジ
ッ
ト
活
用
こ
そ
が
森
林
を
守

る
唯
一
の
手
段
で
は
な
い
か
。

市
長　
今
後
検
討
し
て
い
く
。

国
か
ら
の
財
政
支
援

問　
高
市
政
権
に
な
り
国
の
財

政
支
援
が
増
え
る
の
で
は
と
期

待
し
て
い
る
。
具
体
的
な
動
き

は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長　
具
体
的
な
支
援
は
見
え

て
こ
な
い
が
期
待
は
し
て
い
る
。

問　
報
道
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

関
係
で
迷
惑
行
為
が
盛
ん
に
発

信
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
。

市
長　
本
市
で
は
特
に
報
告
さ

れ
て
い
な
い
。

問　
観
光
な
ど
で
の
短
期
滞
在

の
外
国
人
に
対
す
る
救
急
搬
送

や
医
療
に
か
か
る
費
用
は
基
本

的
に
無
償
で
あ
る
。
マ
ナ
ー
や

ル
ー
ル
を
守
ら
ず
、
そ
の
よ
う

な
事
例
に
な
っ
た
場
合
は
自
己

負
担
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
国
の
法
整
備
が
肝
要
と

考
え
る
。
国
の
政
策
が
進
む
の

で
あ
れ
ば
適
切
に
対
処
す
る
。

安
定
し
て
働
け
る
職
場
を

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員
（自由クラブ）

財政負担が予想される建設事業

将
来
に
向
け
て
の
財
政
運
営

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
を

西根中の二宮金次郎像（3月13日）

問　
西
根
中
学
校
・
平
笠
小
学

校
の
校
舎
前
に
は
薪
を
背
負
い

歩
き
な
が
ら
読
書
を
し
て
い
る

二
宮
金
次
郎
像
が
あ
る
。
金
次

郎
が
教
科
書
か
ら
消
え
て
久
し

い
が
、
若
い
人
た
ち
は
実
像
や

名
前
も
知
ら
な
い
よ
う
だ
。
金

次
郎
の
生
き
方
や
報
徳
の
思
想

を
学
習
し
て
ほ
し
い
。
考
え
は
。

教
育
長　
戦
後
の
教
科
書
検
定

制
度
で
学
習
指
導
要
領
に
準
拠

し
、
特
定
人
物
を
掲
載
す
る
仕

組
が
な
く
な
っ
た
背
景
が
あ
る
。

一
方
、
金
次
郎
が
説
い
た
報
徳

思
想
「
公
共
の
精
神
」
や
「
勤

労
の
大
切
さ
」
は
広
く
学
ぶ
べ

き
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
、
そ
の
精
神
を
継
承
し
た
い
。

問　
教
育
長
室
に
教
育
長
が
揮

毫
し
た
金
次
郎
の｢

積
小
為
大
」

の
掛
け
軸
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
名
言
と
教
育
理
念
を
伺
う
。

教
育
長　
大
き
な
成
果
を
生
み

出
す
に
は
日
々
の
小
さ
な
積
み

重
ね
が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
も
教
訓
を
学
び
一
歩
一
歩
、

着
実
に
努
力
を
重
ね
て
ほ
し
い
。

市
民
セ
ン
タ
ー
活
用

問　
4
月
か
ら
八
幡
平
市
文
化

芸
術
推
進
計
画
が
施
行
さ
れ

る
。
市
民
セ
ン
タ
ー
は
文
化
芸

術
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
し
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
。

環
境
整
備
と
組
織
体
制
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
見
解
は
。

市
長　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
設
置

目
的
は
「
市
民
の
生
活
文
化
の

向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
り
、

併
せ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
自

主
的
活
動
の
促
進
に
資
す
る
」

と
条
例
で
規
定
。
こ
の
目
的
実

現
の
た
め
に
一
人
職
場
の
解
消
、

ｗ
i-

Ｆ
i
設
置
、
管
理
運
営

方
法
な
ど
を
調
査
、
研
究
す
る
。

語
り
継
ぎ
た
い
二
宮
金
次
郎

「
積せ

き
し
ょ
う
い
だ
い

小
為
大
」の
教
え
を
実
践

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）
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問　
大
更
駅
前
の
８
テ
ラ
ス
建

設
工
事
が
２
３
０
日
も
遅
れ
た

理
由
は
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
の

責
任
は
な
い
の
か
。

市
長　
工
期
延
長
は
「
や
む
を

得
な
い
環
境
変
化
」
に
よ
る
も

の
で
、
コ
ン
サ
ル
の
過
失
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
近
年

の
急
激
な
労
務
需
給
の
変
化
や

資
機
材
の
需
要
環
境
の
変
化
が

原
因
で
あ
る
。

問　
な
ぜ
「
監
理
業
務
」
の
契

約
額
だ
け
が
増
額
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
竣
工
直
後
の
備
品
搬
入

は
間
に
合
う
の
か
。

市
長　
期
間
延
長
で
は
な
く
、

本
体
工
事
に
合
わ
せ
て
行
う
作

り
付
け
家
具
や
大
型
収
納
な
ど

の
「
専
門
的
な
調
整
業
務
」
が

追
加
に
伴
う
増
額
で
あ
る
。
備

品
搬
入
も
計
画
通
り
進
め
る
。

問　
図
書
館
の
引
っ
越
し
へ
の

影
響
や
、
完
全
オ
ー
プ
ン
の
期

日
は
い
つ
か
。

市
長　
令
和
８
年
８
月
の
全
面

オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。
準
備
期

間
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
図
書

の
運
搬
と
配
架
を
同
時
に
行
う

な
ど
手
法
を
工
夫
し
、
８
月

オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
わ
せ
る
。

問　
オ
ー
プ
ン
延
期
に
よ
っ
て

議
会
や
市
民
に
誤
解
を
与
え
た

こ
と
へ
の
認
識
は
。

市
長　
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
答
弁
は
そ
の

時
点
で
の
最
善
の
見
通
し
だ
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
延
期
と

な
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

今
後
は
市
広
報
紙
な
ど
を
通
じ

て
遅
延
の
経
緯
を
丁
寧
に
説
明

し
、
信
頼
回
復
に
努
め
る
。

問　
再
び
開
業
時
期
が
変
更
さ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

市
長　
現
時
点
で
こ
れ
以
上
の

変
更
は
予
定
し
て
い
な
い
。

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

デマンドバス「よぶきた八幡平」

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
「
よ
ぶ
き

た
八
幡
平
」
の
実
証
運
行
が
２

月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
現
時

点
で
の
成
果
は
。

市
長　
２
月
20
日
現
在
、
１
日

平
均
11
・
4
人
の
利
用
で
あ
る
。

他
市
町
村
事
例
に
お
い
て
今
後
、

増
加
す
る
傾
向
が
多
い
の
で
注

視
し
て
い
く
。

問　
本
格
運
行
の
予
定
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
順
調

に
い
け
ば
本
年
10
月
か
ら
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

問　
西
根
地
区
に
お
け
る
運
行

計
画
は
。

市
長　
実
証
運
行
に
お
い
て
利

便
性
や
効
率
性
、
運
行
コ
ス
ト

な
ど
を
検
証
し
、
基
本
と
な
る

も
の
を
確
立
し
た
上
で
、
西
根

地
区
へ
の
展
開
に
進
む
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　

第
３
次
八
幡
平
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
前
期
計
画

に
「
観
光
振
興
と
一
次
産
業
の

連
携
」
と
あ
る
が
具
体
的
に
は
。

市
長　
農
業
と
観
光
業
の
連
携

が
弱
い
こ
と
は
課
題
と
捉
え
て

い
る
。
先
進
事
例
を
研
究
し
な

が
ら
、
事
業
を
構
築
し
て
い
く
。

問　
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地

だ
け
で
は
な
く
、
周
り
に
悪
い

影
響
を
与
え
る
荒
ら
し
た
農
地

も
あ
る
が
見
解
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
農
業

委
員
を
通
じ
て
耕
作
者
に
対
し

て
改
善
を
促
し
て
い
る
。
今
後

は
そ
ち
ら
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

問　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
誘
引
樹

木
で
あ
る
栗
や
柿
の
伐
採
に
対

し
て
の
支
援
は
。

市
長　
緊
急
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
誘

引
樹
木
伐
採
事
業
費
補
助
金
を

令
和
８
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
西
根
地
区
は

実
証
運
行
後
検
証
し
て
か
ら

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

オープンが延期された８テラス

完
全
オ
ー
プ
ン
の
期
日
は

令
和
８
年
８
月
を
目
指
す

統合中学校建設の優先地の西根中

問　
松
尾
中
・
西
根
第
一
中
・

西
根
中
の
三
中
学
校
の
統
合
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
学
校

統
合
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
サ
ル

業
者
に
調
査
が
委
託
さ
れ
て
い

た
。
コ
ン
サ
ル
業
者
の
調
査
報

告
を
受
け
、
統
合
中
学
校
の
建

設
予
定
地
を
教
育
委
員
会
と
し

て
結
論
を
出
し
た
の
か
。

教
育
長　
先
般
コ
ン
サ
ル
委
託

業
者
か
ら
成
果
が
案
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
２
月
に
開
催
さ
れ

た
「
学
校
適
正
配
置
庁
内
検
討

委
員
会
」
そ
し
て
「
西
根
・
松

尾
地
区
中
学
校
統
合
検
討
委
員

会
」
で
の
協
議
を
経
て
、
最
優

先
候
補
地
を
現
西
根
中
学
校
と

し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
統
合
中
学
校
の
建
設
費
に

つ
い
て
、
現
西
根
中
学
校
の
場

合
、
住
民
説
明
会
で
は
、
２９
億

７
８
０
０
万
円
と
説
明
し
て
い

た
が
、
コ
ン
サ
ル
業
者
の
報
告

書
で
は
５３
億
５
０
０
０
万
円
と

あ
り
、
余
り
に
も
か
け
離
れ
た

試
算
に
な
っ
て
い
る
が
。

教
育
次
長　
統
合
校
の
開
校
を

令
和
１３
年
と
し
て
、
今
か
ら
４

年
後
の
建
設
時
期
を
想
定
し
て

試
算
し
た
。
物
価
高
騰
や
建
設

業
者
の
働
き
方
改
革
な
ど
を
考

慮
し
た
試
算
で
あ
る
。

問　
岩
手
町
が
進
め
て
い
る
中

学
校
建
設
で
は
、
国
の
補
助
は

３３
％
と
伺
っ
て
い
る
が
。

企
画
総
務
部
長　

国
の
補
助

金
が
基
本
的
に
５０
％
で
あ
る

が
、
岩
手
町
で
は
３３
％
と
な
っ

て
い
る
。
岩
手
町
の
全
体
校

舎
建
設
費
が
４０
億
円
と
伺
っ

て
い
る
。
こ
れ
で
試
算
す
る
と
、

一
般
財
源
負
担
は
１１
億
円
と

想
定
さ
れ
る
。

統
合
中
学
校
建
設
候
補
地
は

優
先
候
補
地
は
現
西
根
中

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）
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問　
合
同
会
社
七
時
雨
が
指
定

管
理
す
る
七
時
雨
憩
の
湯
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
７
年
の
年
末

ま
で
営
業
損
失
が
続
い
て
い
る
。

指
定
管
理
料
の
算
定
根
拠
は
。

市
長　
全
て
の
年
度
に
お
い
て
、

賃
金
や
燃
料
費
な
ど
は
、
基
本

的
に
同
額
と
し
て
い
る
。

問　
職
員
７
人
と
パ
ー
ト
労
働

者
の
賃
金
は
年
１
４
１
4
万
２

0
０
０
円
に
固
定
さ
れ
、
令
和

２
年
の
A
重
油
の
価
格
は
７
年

に
は
1
・
７
倍
に
高
騰
し
て
い

る
。
労
働
基
準
法
や
最
低
賃
金

制
度
に
違
反
し
な
い
遵
法
経
営

を
さ
せ
る
の
が
市
の
責
務
と
考

え
る
が
。

福
祉
部
長　
現
在
の
指
定
管
理

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
ま

で
の
５
年
間
の
算
定
見
込
み
で

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
物
価
高

騰
が
進
む
こ
と
は
予
見
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
当
時
の
賃
金
水

準
あ
る
い
は
燃
料
価
格
な
ど
を

踏
ま
え
た
指
定
管
理
の
見
込
み

で
、
経
過
す
る
と
現
実
と
乖
離

し
て
い
た
か
な
と
考
え
る
。

問　
予
測
困
難
な
コ
ス
ト
増
加

や
売
上
減
少
が
生
じ
た
場
合
、

自
治
体
と
協
議
し
て
指
定
管
理

料
を
増
額
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
だ
が
市
の
考
え
は
。

市
長　
管
理
に
関
す
る
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
管
理
料
が
不
適

当
と
認
め
た
と
き
は
、
変
更
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
て
お
り
、
協
議
に
応
じ
て
い

き
た
い
。

問　
健
康
教
室
は
従
業
員
だ
け

で
や
れ
る
内
容
だ
。
指
定
管
理

よ
り
市
直
営
で
、
公
務
員
並
み

に
給
料
を
上
げ
て
や
っ
て
は
。

市
長　
高
齢
者
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
、
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

古
ふるかわ

川津
つ よ し

好 議員
（松西会）

後れを取った駅東側住宅計画地

問　
計
画
さ
れ
た
大
更
駅
東
側

の
住
宅
用
地
が
別
な
用
途
の
利

用
へ
と
進
ん
で
い
る
。
住
宅
が

建
つ
と
人
が
集
ま
る
。
そ
う
で

は
な
い
も
の
が
駅
前
に
増
え
て

し
ま
う
と
大
変
で
あ
る
。
急
が

な
い
と
別
な
も
の
に
埋
め
尽
く

さ
れ
て
し
ま
う
が
ど
う
す
る
か
。

市
長　
非
常
に
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
。
民
間
主
導
と
い
う
形

で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
結
果

と
し
て
何
も
進
ま
な
い
。
他
町

の
例
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
手

を
か
け
て
い
き
た
い
。

問　
大
更
駅
前
の「
８
テ
ラ
ス
」

の
完
成
が
、
当
初
の
前
年
１１
月

か
ら
今
年
の
２
月
末
に
、
そ
し

て
今
度
は
６
月
末
に
変
更
に

な
っ
た
。
二
度
に
渡
る
遅
延
の

報
告
を
受
け
、
ど
う
感
じ
た
か
。

市
長　
じ
く
じ
た
る
思
い
も
あ

る
。
型
枠
大
工
な
ど
の
不
足
で

や
む
を
得
な
い
と
受
け
止
め
た
。

問　
工
事
の
遅
れ
に
伴
い
市
民

の
皆
さ
ま
へ
広
報
で
お
知
ら
せ

す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ

の
遅
れ
に
伴
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

へ
支
障
も
き
た
し
た
の
で
、
併

せ
て
お
詫
び
も
必
要
だ
。
ま
た
、

大
更
駅
周
辺
に
は
こ
れ
ま
で
１

１
２
億
円
を
超
え
る
金
額
が
投

資
さ
れ
た
。
そ
の
効
果
の
検
証

は
さ
れ
た
か
。

市
長　
日
常
生
活
で
の
交
通
の

安
全
性
と
快
適
性
が
向
上
し
た

と
考
え
て
い
る
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
道

路
や
歩
道
、
駅
舎
の
自
由
通
路
、

市
立
病
院
の
移
転
、
大
更
駅
前

線
な
ど
の
整
備
を
行
っ
た
。
賑

わ
い
の
創
出
と
人
の
交
流
が
活

発
化
し
て
、
世
代
を
超
え
て
大

き
く
将
来
の
夢
が
広
が
る
ま
ち

を
目
指
し
た
い
。

大
更
開
発
１
１
２
億
の
効
果

夢
が
広
が
る
ま
ち
を
目
指
す

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

七時雨憩の湯

七
時
雨
憩
の
湯
の
指
定
管
理

現
実
か
ら
乖か
い
り離

し
た
見
込
み

市役所の入口に設置された意見箱

問　
誰
も
が
安
心
し
て
声
を
届

け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
考
え
は
。

市
長　
多
様
な
手
法
の
検
討
と

と
も
に
双
方
向
性
を
高
め
、
政

策
反
映
力
の
強
化
に
取
り
組
む
。

問　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
見
え

る
化
と
、
対
応
状
況
や
検
討
結

果
な
ど
明
確
に
見
え
る
発
信
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
十
分
か
。

市
長　
回
答
の
公
表
は
行
っ
て

い
る
が
、
対
応
過
程
や
結
果
の

発
信
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

問　
行
政
へ
気
軽
に
声
を
届
け

ら
れ
る
仕
組
み
の
課
題
は
。

市
長　
提
言
や
対
話
な
ど
の
広

聴
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

利
用
の
限
定
化
や
団
体
の
固
定
、

周
知
不
足
が
課
題
で
あ
る
。

急
増
す
る
外
国
人
と

地
域
住
民
と
の
共
生

問　
特
定
地
域
へ
の
集
中
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
懸
念
へ
の
対
応
は
。

市
長　
現
時
点
で
大
き
な
問
題

は
な
い
が
、
地
域
住
民
と
の
摩

擦
が
生
じ
な
い
よ
う
、
早
期
の

対
応
と
未
然
防
止
に
努
め
る
。

少
子
化
対
策
と
若
年

層
定
着
へ
の
施
策

問　
急
速
に
進
む
少
子
化
と
若

年
層
の
市
外
流
出
へ
の
施
策
は
。

市
長　
特
に
若
い
女
性
の
進
学

や
就
職
に
伴
う
転
出
が
大
き
な

要
因
で
、
雇
用
の
場
の
確
保
と

所
得
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。

問　
本
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
若

者
が
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
企
業
誘
致
を
最
重
要
政

策
と
し
財
源
配
分
す
る
考
え
は
。

市
長　
Ｇ
Ｘ
産
業
団
地
構
想
を

柱
に
国
の
支
援
も
活
用
し
な
が

ら
財
源
を
重
点
的
に
配
分
し
、

若
者
が
地
元
で
働
き
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

声
が
届
き
見
え
る
仕
組
み
を

多
様
な
手
法
を
検
討
す
る

山
やまぐち

口朋
ともふみ

文 議員
（無会派）
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※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

問　
八
幡
平
市
予
約
バ
ス
「
よ

ぶ
き
た
八
幡
平
」
の
実
証
運

行
が
松
尾
地
区
で
開
始
さ
れ

た
。
運
行
開
始
に
先
立
ち
説

明
会
が
あ
っ
た
が
、
何
カ
所

で
行
わ
れ
た
か
。
今
後
利
用

者
増
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
は
あ
る
か
。

市
長　
令
和
８
年
１
月
２６
日
に

八
幡
平
市
役
所
、
南
寄
木
集
落

セ
ン
タ
ー
、
２７
日
に
は
松
尾
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
柏
台

地
区
セ
ン
タ
ー
の
４
カ
所
で
開

催
し
、
２
日
間
で
６５
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。
利
用
者
増
の
た
め

説
明
会
を
増
や
す
な
ど
問
題
点

の
改
善
を
し
て
、
利
用
者
増
に

つ
な
げ
た
い
。

ご
み
と
環
境
問
題

問　

ご
み
の
焼
却
が
禁
止
さ

れ
て
２５
年
に
な
る
。
ご
み
の

収
集
排
出
量
は
年
々
増
え
て

い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん

で
い
る
中
、
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
態
と
農
家
か
ら
出
る

産
廃
ご
み
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　
市
公
衆
衛
生
組
合
の
各

支
部
で
、
不
定
期
に
不
法
投
棄

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中
で

あ
る
。
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
適
正
処
理
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
年
２
回
の
一
括
回

収
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
適

正
処
理
の
支
援
を
し
て
い
る
。

災
害
時
の
通
信
確
保

問　
能
登
半
島
地
震
発
災
当
初

の
通
信
途
絶
時
、
通
信
衛
星
が

有
効
だ
っ
た
。
通
信
復
旧
支
援

チ
ー
ム
を
整
備
す
る
考
え
は
。

市
長　
現
時
点
で
実
現
は
難
し

い
。
事
業
者
な
ど
と
連
携
を
強

化
し
災
害
対
応
力
向
上
を
図
る
。

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

安代地区学校給食センター

問　
完
全
給
食
の
実
施
は
、
小

中
学
校
同
時
に
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長　
材
料
費
の
増
加
や
備

品
整
備
の
費
用
負
担
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
支
援
が
な
い

中
で
小
学
校
と
併
せ
て
独
自
に

中
学
校
の
完
全
給
食
を
開
始
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
。

交
通
ダ
イ
ヤ
は
連
携

問　
花
輪
線
と
コ
ミ
バ
ス
、
公

共
バ
ス
の
連
携
は
取
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

市
長　
コ
ミ
バ
ス
・
公
共
バ
ス

の
幾
つ
か
の
ダ
イ
ヤ
は
花
輪
線

に
合
わ
せ
た
設
定
で
あ
る
。

問　
試
験
運
行
の
松
尾
地
区
の

利
用
者
数
や
反
応
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
１
日

平
均
11
・
4
人
の
利
用
者
と

な
っ
て
い
る
。
予
約
が
難
し
い

と
い
う
意
見
、
非
常
に
便
利
で

あ
る
と
い
う
意
見
、
大
き
く
２

つ
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

除
雪
支
援
柔
軟
に

問　
今
年
１
月
、
田
山
地
区
は

連
続
で
降
雪
が
あ
り
、
積
雪
は

２
㍍
を
超
え
た
。
災
害
救
助
法

は
、
適
用
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　
市
民
か
ら
道
路
の
除
排

雪
に
関
す
る
要
望
が
、
数
多
く

市
に
寄
せ
ら
れ
た
一
方
、
集
落

の
孤
立
や
市
民
の
生
命
が
危
ぶ

ま
れ
る
よ
う
な
状
況
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
適
用
ま

で
に
は
至
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

問　
豪
雪
の
高
齢
者
へ
の
支
援

を
伺
う
。

市
長　
地
域
振
興
協
議
会
で
除

雪
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
１
世
帯
当
た
り
45
回
の

上
限
は
設
け
て
い
る
が
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

完
全
給
食
、
小
中
校
同
時
に

独
自
、
中
学
校
開
始
は
困
難

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

バス停に到着するよぶきたバス

よ
ぶ
き
た
八
幡
平
始
ま
る

利
用
環
境
整
え
利
用
者
増
へ

建設費高騰に対応した戦略が必要

問　

統
合
予
定
の
中
学
校
の

建
築
予
定
費
用
が
２
年
前
の

説
明
会
で
38
億
だ
っ
た
も
の

が
、
今
回
は
58
億
と
異
常
に

高
騰
し
て
い
る
。
労
務
単
価

の
上
昇
や
建
築
資
材
の
高
騰

で
、
今
後
60
億
、
70
億
と
青

天
井
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

発
注
す
る
側
の
市
、
発
注
承

認
す
る
側
の
議
会
議
員
も
含

め
て
、
建
築
に
対
す
る
知
識

向
上
の
勉
強
会
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

指
摘
の
と
お
り
、
建

設
費
の
高
騰
が
今
後
も
続
い

て
、
一
年
ご
と
に
上
昇
す
る

想
定
も
考
え
ら
れ
る
。
議
会

と
当
局
と
の
共
同
も
し
く
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
研
修
会

を
開
催
す
る
事
も
大
事
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

税
制
な
ど
優
遇
検
討

問　

民
間
に
て
美
術
館
な
ど

の
芸
術
施
設
を
造
る
場
合
、

市
と
し
て
優
遇
政
策
は
で
き

る
の
か
。

市
民
部
長　

そ
う
い
う
事
案

が
生
じ
た
と
き
は
検
討
し
て

い
く
。

国
際
交
流
費
百
万
円

問　

平
舘
高
校
の
予
算
は
８

３
３
万
円
で
３
年
間
変
化
が

な
い
が
、
今
後
、
海
外
か
ら

留
学
で
き
る
県
立
高
校
で
考

え
て
み
て
は
。

市
長　

生
徒
数
が
減
少
し
て

い
る
の
で
、
ひ
と
り
あ
た
り

に
換
算
す
れ
ば
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
国
際
交
流
費
１
０

０
万
円
が
未
執
行
な
の
で
、

そ
れ
を
活
用
し
な
が
ら
、
今

後
の
展
開
は
考
え
て
い
き
た

い
。

建
設
知
識
向
上
議
員
勉
強
会

合
同
研
修
会
の
開
催
検
討

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）
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問　〇の中には、どんな文字
　が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい

ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■しめ切り　令和８年６月12日㈮(当日消印有効)
■前回(№82)の正解　3（つ）　応募者　15人　　正解者　14人

ク イ ズ

令和８年３月定例
会において、一般
質問を行った議員
は〇人である。

次は　６月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴するこ
とができます。傍聴を希望する方は、議会開催日に市
役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時からです（終了時間
は日によって異なります）。詳しくは、八幡平市議会の
ホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階の
テレビでライブ中継を行っているほか、インターネット
（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画配信して
います。
令和８年３月定例会の視聴回数は1,400回です。
令和７年１２月定例会の視聴回数は1,534回でした。

（令和８年４月17日時点）

期　日　　 内　容

６月15日㈪ 議案上程  ほか

６月16日㈫ 一般質問

６月17日㈬ 一般質問

６月1８日㈭ 一般質問

６月19日㈮ 議案審議

６月20日㈯・21日㈰ 休会

６月22日㈪ 休会

６月23日㈫ 委員長報告  ほか

市民提言を反映した議会運営調査
　岩倉市は、平成30年8月より議会サポーター制度を設
置、市民からサポーターを募集し、本会議や委員会を傍
聴いただき、意見提言を議会運営に反映させ、市議会の
円滑かつ民主的な運営を推進する取り組みを行っている。
　サポーター制度により、議会運営に対する率直な意見
や感想を受けて、定例会の区切りごとに、意見などへの

議会運営委員会 ■期日  令和8年1月20日～21日　
■場所  滋賀県米原市（取り止め）、愛知県岩倉市
■内容  他市議会の議会運営について調査

岩倉市議場での集合写真

回答を作成し、ホ―ムページでも公表している。
　岩倉市議会のサポーター制度の取り組みは、市民目線
の意見や要望の反映がすぐ取り入れられることは議会運
営の活性化を図るために必要であると実感させられた。
　若い世代や専門的な知識・経験を持った方々の参加を
どう増やすかが課題であった。米原市は、大雪のため視
察調査は取りやめとなってしまいました。

岩倉市議会の視察研修報告の様子

議会広聴広報常任委員会

議員全員協議会

　西根・松尾地区中学校統合に係る進捗状況について、
市教育委員会の説明があった。学校統合検討委員会や庁
内検討委員会などの意見をいただき、候補地選定の評価
内容について、専門業者からアドバイスなどにより精査
し評価を行った。グラウンドに建設することで早期開校
が可能であり、建設コストやランニングコストが抑制で
きるなど、総合的な評価が最も高く最優先候補地とされ
たものである。また、８テラスは、放課後の居場所・送
迎スペースとしての施設であると共に、学習環境にも優
れ、生徒および保護者の効果的な活用が期待される。

統合の候補地は現西根中学校

令和８年３月17日の議員全員協議会の様子

任期満了に伴う退任のあいさつ
　議会広聴広報常任委員会では、議会活動を市民の皆さ
まに伝え、市政に関心を持っていただくために ｢ギカイ
のひろば｣ を発行してまいりました。委員会は２年の任
期で新しい企画に挑戦して、市のことや市議会を ｢知っ
てほしいこと！お知らせしたいこと！｣ をテーマにハロ
ウ安比校から今号の市議会特別委員会まで８回にわたり、

議場での常任委員　集合写真

これまでにない企画で ｢伝わる広報｣ を目指してまいり
ました。
　市民の皆さまの協力や参加で構成されるクイズ・声・
議会のまど・保育所紹介などに原稿を寄せていただいた
全ての方に感謝申し上げます。２年間の任期が満了する
ことに伴い、ご協力いただいた皆さまに心から感謝し、
お礼を申し上げ、退任のあいさつとさせていただきます。

議会広聴広報常任委員会の様子



〒
0２８-7３９７ 岩

手
県

八
幡

平
市

野
駄

第
２１地

割
１７０番

地
Eーｍａｉｌ：

giｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｍａｎｔａｉ．ｌｇ．ｊｐ
☎

0195-7４-2111（代
表

）、
０１９５-７４-２４２９（直

通
)　　FAX：

0195-74-２１０５
■

発
行

　
八

幡
平

市
議

会
　

■
編

集
　

八
幡

平
市

議
会

広
聴

広
報

常
任

委
員

会
№
83

　
令
和
8
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５
月
14日
発
行

※�はちまんたい議会だより「ギカイのひろば」№ 83（令和８年５月14日発行）の印刷経費は１部78.６円（税抜）、 発行部数は9,7５０部です。

保育所紹介

令和７年度大更こども園
保護者会会長

武
たけ だ

田　敏
と し ゆ き

之  さん

　選挙で選ばれた議員は住民代表として、
議会で条例制定や予算審議などの重要事
項の決定を担います。「ギカイのひろば」
では、その活動状況を分かりやすく伝え、
市民に親しまれる広報誌を目指してまい
りました。広聴広報委員会の任期最後の
議会だよりの発行に当たり、ご愛読いた
だいた皆さま方に感謝申し上げます。
　ありがとうございました。
　　　　　　　　　委員長　熊澤　博

◆編集後記◆

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

ギ
カ
イ
の
ひ
ろ
ば
を
モ
ノ
ク

ロ
作
成
す
る
と
、い
く
ら
コ

ス
ト
削
減
に
な
る
か
。
カ
ラ
ー
は

年
１
回
で
。（
野
駄
・
58
歳
男
性
）

　２年ほど前から「わくわく八幡
平」という市民団体のスタッフと
して活動しています。はじめは体
を動かしたいと思ったものの、何
をしたら良いか分からず、いろい
ろ検索したところ「わくはち」を見
つけて参加しました。文化的活動
もできると知り、見たいと思って
いた映画の自主上映会を開催した
ことがきっかけで、さまざまな人
とのご縁が生まれ、そこからさら
に新しく料理教室やアロマ教室な
どの開催へと広がっていきました。
八幡平市でも、やろうと思えばい
ろいろなことができるんだ！とい
うマインドを広めていきたいです。

議 会 の ま ど

八
幡
平
市
で
、
や
っ
て

み
た
い
を
や
ろ
う
！
に

空
き
家
の
母
屋
や
作
業
小
屋

な
ど
雪
の
重
み
で
崩
壊
寸

前
の
所
が
多
い
。
市
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
（
寄
木
・
70
歳
男
性
）

デ
マ
ン
ド
運
行
を
西
根
地
区

で
も
早
め
に
検
討
し
て
ほ

し
い
。交
通
手
段
が
な
い
た
め
、運

行
が
始
ま
っ
た
ら
活
用
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
中
関
・
76
歳
女
性
）

交
流
村
の
閉
館
で
健
康
教
室

は
廃
止
で
す
。大
更
、田
頭

の
地
区
民
が
通
え
る
施
設
を
用
意

し
て
。　
　
（
山
後
・
71
歳
女
性
）

議
会
を
傍
聴
す
る
人
が
少
な

す
ぎ
る
の
で
、対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
下
町
１
区
・
74
歳
男
性
）

八
幡
平
市
も
リ
サ
イ
ク
ル
に

も
っ
と
取
り
組
む
べ
き
と

思
い
ま
す
。
仕
分
け
は
大
変
で
す

が
慣
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
向
村
・
71
歳
女
性
）

雪
が
消
え
た
後
、タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
て
い
る
と
、音
が
す
る
。

道
路
の
補
修
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
（
湯
沢
・
83
歳
女
性
）

ペ
イ
ペ
イ
決
済
事
業
が
店
に

よ
っ
て
は
負
担
に
な
る
た

め
、
辞
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
山
子
沢
・
40
歳
女
性
）

三
み
浦
うら
  伊

い よ
代 さん

（大更　36歳）

大 更こども園には０歳児
はっぱ組から５歳児ほ

し 組 ま で 90 名 ほ ど が 通 園 し
ています。年長さんが小さい
お友達のお世話をし、小さな
お友達は大きなお友達を慕い、
子どもたちがのびのびと過ご
せる温かな雰囲気に包まれて
います。季節ごとの行事を職
員、保護者、祖父母、地域の
皆さんと協力しながら実施し、
子どもたちの豊かな感性や社
会性を育んでいます。


